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本実証実験の目的

ウェブ情報にはデジタル時代の知識・文化が結集

しかしながら、ウェブ情報は日々の更新、消去により散逸

⇒ １６年度の実証実験の成果を踏まえ、引き続き１７年度に
おいても実証実験を行い、デジタル時代の貴重な文化遺
産であるウェブ情報のアーカイブ化促進や、様々な主体に
よる複数アーカイブ間の連携利活用を可能とする技術・仕
組みを構築・実証
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平成１７年度実証実験の概要（案）

（１） 異なるアーカイブ間の横断検索を実現する汎用的なメタデータ体系の確立
（２） メタデータに基づく時系列別検索、特定コンテンツに係る時系列別表示の実現
（３） コストの縮減、長期的な保存を可能とするアーカイブ技術の開発等
（４） 同一のウェブ情報を重複して保存することを回避する技術に関する調査研究
（５） 収集範囲拡大に関する調査研究

コンテンツ
収集

コンテンツ
収集

コンテンツの
組織化

コンテンツの
組織化

コンテンツの
提供

コンテンツの
提供

アーカイブ機関 エンドユーザ側
１６年度実施項目

コンテンツの
保存

コンテンツの
保存

コンテンツの
検索/閲覧

コンテンツの
検索/閲覧

（１） ウェブ情報アーカイブに係るメタデータ体系のさらなる検証・確立
（異なるアーカイブ間の飛び移りを可能とする連携技術の開発）

（２） メタデータに基づく時系列別検索・閲覧に係わる拡張技術の開発
（３） 同一のウェブ情報を重複して保存することを回避する技術の開発
（４） 業務作業負荷の軽減を可能とする情報の自動検出・抽出技術の開発等

１７年度実施予定項目
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１．ウェブ情報アーカイブに係るメタデータ体系のさらなる検証・確立

平成１６年度：基本的なメタデータ体系の構築と複数アーカイブ間の横断検索
平成１７年度：

ｺﾝﾃﾝﾂ
A

ｺﾝﾃﾝﾂ
Bリンク

ｺﾝﾃﾝﾂ
A

ｺﾝﾃﾝﾂ
B

収集 収集

利用者

アーカイブのウェブ
空間におけるコンテ
ンツＡから、コンテン
ツＢへリンクする。
（現実のウェブ空間
のコンテンツＢもしく
は、アーカイブの
ウェブ空間のコンテ
ンツＢを選択可能）

総合
ｲﾝﾃﾞｸｽ ｲﾝﾃﾞｸｽ

主体Ｘ 主体Ｙ

アーカイブの
ウェブ空間

現実の
ウェブ空間

最新動向をふまえた、メタデータ体系の検討

ｲﾝﾃﾞｸｽ

検索：閲覧
機能

リンク
（リンク先を選択可能）

詳細なメタデータ体系の検討・確立

メタデータを活用した複数アーカイブ間の飛び移り技術の確立
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ウェブページ間の時間の前後関係だけでなく、
更新頻度、更新時期を直感的に把握できる

時間間隔小

時間間隔大

更新頻度密

２．メタデータに基づく時系列別検索・閲覧に係わる拡張技術の開発

２－１．ページ更新頻度の可視化
三次元仮想空間上の距離で時間の長短を表現

時間をさかのぼりながらページの移り変わりを自動的に検出

平成１６年度：時系列別検索・閲覧に関する基本的な機能の開発
平成１７年度：時系列別検索・閲覧に関する拡張的な機能の開発

（時系列に見た際の変化をより視覚的に表示する技術の開発）

2003.10.1 2004.10.1

変更箇所に
マーク

２－２．変更箇所の強調
時間の前後でウェブページの内容を比べて、変更箇所を抽出

時間軸上の前後のウェブページを比較する際に、
変更箇所が一目で確認できる

平成１６年度開発の三次元表示ソフトのUIの改良も実施
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３．同一のウェブ情報を重複して保存することを回避する技術の開発

平成１６年度：技術調査、動向調査
平成１７年度：システム開発・実証（ミドルウェアの利用／アプリケーションの開発）

差分管理されたコンテンツの再現性（表示性能等）に配慮

第１回目収集
コンテンツＡ

第２回目収集
コンテンツＡ

保存

保存

収集 組織化 保存／提供

破棄

更新を比較
一致

同一のファイルを自動破棄し、
重複したファイルを保存しない

不一致

重複をチェック
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４．業務作業負荷の軽減を可能とする情報の
自動検出・抽出技術の開発等
比較的細かい粒度でアーカイブを行う場合、
① [情報群検出] 複数ページから構成されるコンテンツの範囲、起点を同定。
② [抽出]  Dublin Coreを基本とするメタデータを、ページコンテンツから半

自動抽出。
③ [標準化] コンテンツ、メタデータの作成・記述の標準化の提案に向けた検

討。コンテンツ作成者向けメタデータ生成簡易ツールの開発。

報告書Ａ
目次

プロジェクト
一覧

ニュース
一覧報告書B

報告書Ａ
第１章

報告書Ａ
第２章

報告書Ａ
第３章

②メタデータの半自動抽出

情報群の範囲を半
自動的に検出

起点となるべきペー
ジを半自動的に検出

①情報群検出

ページレイアウト分析、
自動分類、

情報抽出技術

リンク関係および
単語の類似度判定

作業
支援

・国際動向に則したコンテンツ内メタデータ
記述標準化

・収集可否、利用条件宣言等の実装
・識別子に関する標準化
・メタデータ生成簡易ツールの開発

③標準化

メタデータ付与
業務の軽減
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